
 

授業科目名 解剖学（内部系） 実施時期 1 年次 前期 

授業回数 90 分×15 回 単位・時間数 1 単位 30 時間 

担当者名 前坂 宣明（日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー） 

【授業の概要・目的】 

 本科目は、アスレティックトレーニングの基礎となる内臓諸器官系の構造と機能、代

謝、血液と免疫機能を学ぶことを目的とする。 

【到達目標】 

１．呼吸器系の構造と機能を理解できる。 

２．代謝を理解できる。 

３．循環器系の構造と機能を理解できる。 

４．血液・免疫を理解できる。 

５．消化器系の構造と機能を理解できる。 

６．泌尿器系の構造と機能を理解できる。 

７．内分泌系の構造と機能を理解できる。 

回 学  習  内  容 

1 

呼吸器系の構造と機能 
2 

3 

4 

5 

循環器系の構造と機能 
6 

7 

8 

9 血液・免疫 

10 
代謝 

11 

12 消化器系の構造と機能 

13 泌尿器系の構造と機能 

14 内分泌系の構造と機能 

15 まとめ 

授業形態 講義 評価方法 レポート 

教 科 書 
『からだがみえる』安藤 雄一 監修／メディック・メディア 

『スタンダート生理学』二宮 石雄、他／文光 

参 考 書 必要に応じて講義の中で紹介します。 

 

 



 

授業科目名 病理学 実施時期 1 年次 後期 

授業回数 90 分×15 回 単位・時間数 1 単位 30 時間 

担当者名 高川 竜子（医師） 

【授業の概要・目的】 

 どのようにして疾患が生じ、なぜ個体に種々の悪い影響が出現するのかという観点か

ら、病気のなりたち、原因や進展機序など、疾病の基本/本質を理解する。 

【到達目標】 

 正常な生理学的、解剖学的知識の上で、細胞病理学的な形態の変化を理解し、病理学的

な専門用語を習得する。病理組織学的変化と疾患の様々な臨床症状との関連を理解する。 

回 学  習  内  容 

1 総論 病理学入門、先天異常とその成因および染色体異常 

2 代謝障害１：萎縮、変性、壊死 

3 代謝障害２：糖、脂質、タンパク質、その他の代謝異常 

4 局所循環障害：出血、うっ血、虚血、血栓、塞栓、梗塞 

5 全身性循環障害：浮腫、ショック、心不全 

6 炎症の定義、分類、炎症細胞 

7 免疫とアレルギー：分類と免疫病理 

8 自己免疫性疾患：関節リウマチ、SLEの病理学的特徴、免疫不全症 

9 感染症の成立と感染源 

10 
腫瘍：定義、分類、発育、進展、良性腫瘍と悪性腫瘍、悪性度 

   各臓器の腫瘍、前癌病変、軟部腫瘍（肉腫）各論 

11 
各論 中枢神経系の主な疾患の病理組織学的特徴 

12 

13 
   筋、骨関節疾患の主な疾患の病理組織学的特徴 

14 

15    高齢者の循環器疾患、呼吸器疾患の病理組織学的特徴 

授業形態 講義 評価方法 筆記試験 

教 科 書 『シンプル病理学』笹野 公伸、他編／南江堂 

参 考 書 

『基準病理学 総論』青木 重久、小泉 富美朝 編著／南江堂 

『カラーイラストで学ぶ 集中講義 病理学』清水 道生 編 

／メジカルビュー社 

 



 

専門科目「JSPO-AT の役割」30 時間分 

 

授業科目名 アスレティックトレーナー概論 実施時期 1 年次 前期 

授業回数 90 分×15 回 単位・時間数 1 単位 30 時間 

担当者名 中村 拓人（理学療法士、日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー） 

【授業の概要・目的】 
本科目では、JSPO-AT の役割・業務と専門性や、業務を遂行する上で必要となる多 

様な素養の位置づけを理解し、持続的に学び関係職種との連携を推進するための 
知識と態度の習得をねらいとする。 
【到達目標】 
・JSPO-AT 及び国内外の関連資格の役割、業務、制度を説明できる｡ 
・法律的観点からみた JSPO-AT の役割を理解し、求められる倫理と責任について説明

できる。 
・自身の健康管理の重要性を理解し、その予防や対処法について説明できる。 
・スポーツ医・科学チームを構成する関連資格の特徴を理解し、JSPO-AT に求められる
役割を説明できる。 

・科学的根拠に基づいた業務推進のための情報収集と活用方法について説明できる。 
・クライアントの特徴を理解し､連携体制の構築に活用できる。 

回 学  習  内  容 

1 日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー（JSPO-AT）とは 

2 JSPO-ATのコンピテンシーに応じた業務と運営 

3 理想の JSPO-AT 像（グループワーク） 

4 JSPO-ATの倫理と責任、法的諸問題 

5 JSPO-ATのリスクマネジメント 

6 JSPO-ATの活動場所 

7 健康管理と感染症概論 

8 メンタルヘルス 

9 チームの中の JSPO-AT 

10 EBMと EBP 

11 JSPO-ATの研究と生涯教育、学会との連携 

12 文献収集と読解 

13 関係者とのコミュニケーション 

14 対象者とのコミュニケーション 

15 コミュニケーション演習 

授業形態 講義、演習 評価方法 レポート 

教 科 書 
『アスレティックトレーナー専門科目テキスト１ 

アスレティックトレーナーの役割』公益財団法人日本スポーツ協会 

参 考 書 『リファレンスブック』公益財団法人日本スポーツ協会 



 

専門科目「安全・健康管理およびスポーツ外傷・障害の予防」60 時間分 

 

 

授業科目名 スポーツ外傷と障害 実施時期 1 年次 後期 

授業回数 90 分×30 回 単位・時間数 2 単位 60 時間 

担当者名 横川 卓也（日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー） 

【授業の概要・目的】 
 本科目では、JSPO-ATの役割における「安全・健康管理およびスポーツ外傷・障害の予
防」の位置づけを理解した上で、科学的根拠に基づいた予防対応を組織的に計画し実践す
るために必要な知識、態度や技能を習得することをねらいとする。 
【到達目標】 
・安全・健康管理およびスポーツ外傷・障害の予防の目的や意義および JSPO-AT として
果たすべき役割について説明できる。 

・スポーツ外傷・障害の予防の概念や発生要因について理解し、科学的根拠に基づいたス
ポーツ外傷・障害の予防を計画し実践できる。 

・安全・健康管理およびスポーツ外傷・障害予防に関連する対象者の基本データを収集す
る目的や意義、医.科学スタッフとの連携、更には各種データの活用法について理解し、
安全・健康管理およびスポーツ外傷・障害予防を検討する際の根拠となる各種評価を組
織的に計画し実践できる。 

・安全・健康管理およびスポーツ外傷・障害へ影響を及ぼしうる各種要因を理解し、科学
的根拠に基づいた予防対応を計画し実践できる。 

回 学  習  内  容 

1 スポーツ外傷・障害予防のための JSPO-Atの役割 

2 スポーツ外傷・障害予防のための情報（対象者に関する情報） 

3 スポーツ外傷・障害予防のための情報（競技環境・競技特性への理解と配慮） 

4 重大事故への対応 

5 健康管理と JSPO-AT 

6 アンチドーピングとメンタルヘルス 

7 スポーツ外傷・障害の予防 

8 前十字靭帯損傷、足関節捻挫の予防 

9 肉ばなれ、投球障害の予防 

10 予防的手段としての装具・防具とストレッチング 

11 テーピング実技（足関節） 

12 テーピング実技（膝関節） 

13 テーピング実技（その他） 

14 再発予防を踏まえたスポーツ復帰の考え方 

15 データの理解と活用 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回 学  習  内  容 

16 内科的メディカルチェックデータの理解と活用 

17 整形外科的メディカルチェックデータの理解と活用（頭頚部・体幹） 

18 整形外科的メディカルチェックデータの理解と活用（上肢） 

19 整形外科的メディカルチェックデータの理解と活用（下肢） 

20 フィジカルチェックデータの理解と活用 

21 スポーツ用具、防具、設備 

22 競技・種目特性 

23 走動作 

24 跳動作 

25 方向転換動作 

26 投球動作 

27 打撃動作 

28 泳動作 

29 あたり動作 

30 滑走動作 

授業形態 講義、演習 評価方法 レポート 

教 科 書 
『アスレティックトレーナー専門科目テキスト 2 安全・健康管理 

およびスポーツ外傷・障害の予防』公益財団法人日本スポーツ協会 

参 考 書 『リファレンスブック』公益財団法人日本スポーツ協会 



 

専門科目「安全・健康管理およびスポーツ外傷・障害の予防」30 時間分 

 

 

 

授業科目名 保健体育 実施時期 1 年次 前期 

授業回数 90 分×15 回 単位・時間数 1 単位 30 時間 

担当者名 中村 拓人（理学療法士、日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー） 

【授業の概要・目的】 

現代社会におけるスポーツ（運動）の意義と価値を理解するとともに、スポーツ実施に

必要な知識と技術の習得を目標にする。 

【到達目標】 

・「保健」、「スポーツ」分野の基礎知識を得る 

・スポーツ活動を通じて、スポーツごとに特有な動作について理解を深める 

・基礎的テーピング技術を正しく理解し、実践できる 

回 学  習  内  容 

1 スポーツ現場における安全・健康管理、スポーツ外傷・障害予防の概念 

2 スポーツ現場における、スポーツ外傷・障害・事故・疾病の実態 

3 安全・健康管理に影響を及ぼす要因 

4 性別がスポーツに及ぼす影響 

5 年齢・特性がスポーツに及ぼす影響 

6 感染症 

7 環境がスポーツに及ぼす影響 

8 スポーツ動作実技（走動作、跳動作、方向転換動作：バスケットボール） 

9 スポーツ動作実技（走動作、跳動作、方向転換動作：バスケットボール） 

10 スポーツ動作実技（投球動作、打撃動作：ソフトボール） 

11 スポーツ動作実技（投球動作、打撃動作：ソフトボール） 

12 テーピング実技（アンダーラップ、アンカー） 

13 テーピング実技（足関節） 

14 テーピング実技（膝関節） 

15 テーピング実技（その他） 

授業形態 講義、実技 評価方法 授業態度、技術習得度 

教 科 書 
『アスレティックトレーナー専門科目テキスト 2 安全・健康管理および

スポーツ外傷・障害の予防』公益財団法人日本スポーツ協会 

参 考 書 『リファレンスブック』公益財団法人日本スポーツ協会 



 

専門科目「コンディショニング」30 時間分 

 

 

授業科目名 コンディショニング論 実施時期 １年次 前期 

授業回数 90 分×15 回 単位・時間数 １単位 30 時間 

担当者名 中村 拓人（理学療法士、日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー） 

【授業の概要・目的】 

対象者のパフォーマンス発揮に必要な要因を分析し、目標を達成するために現状と目標

値の差を最小化するための支援を安全かつ効果的に行うための知識、技能、態度を習得す

ることをねらいとする。 

【到達目標】 

・JSPO-AT の役割としてのコンディショニングと、他の関連する専門家の役割について理

解し、安全かつ効果的に対象者のコンディショニング支援を行うための環境整備および

コンディショニング計画と実践に活用できる。 

・コンディショニングの計画立案と実践に必要な知識をもとに、安全で効果的なコンディ

ショニング計画と実践ができるようになる。 

・対象者の競技特性や体力・運動能力の特徴を把握するための測定評価を行い、その結果

をコンディショニング計画立案に活用できる。 

・各種体力・運動能力向上のためのコンディショニング計画立案と実践に必要な知識につ

いて理解し、安全で効果的に実践できるようになる。 

・対象者の特徴や、環境変化が対象者のコンディションに及ぼす影響を理解し、それらの

情報を安全で効果的なコンディショニング計画と実践に活用できる。 

回 学  習  内  容 

1 コンディショニングとは 

2 コンディショニングで調整すべき要因と要素 

3 コンディショニングの基礎知識とコンディショニングプログラム 

4 ウォームアップとリカバリー 

5 競技特性の運動生理学的・バイオメカニクス的分析 

6 ラグビーの競技特性とコンディショニング 

7 野球の競技特性とコンディショニング 

8 サッカー・バレーボールの競技特性、分析結果の活用 

9 競技特性に応じたコンディショニング（演習） 

10 外的環境への対策 

11 女性アスリートの特性 

12 成長期の特性 

13 障がい者へのコンディショニング 

14 減量・増量 

15 ICTなどを活用したコンディショニング事例 

授業形態 講義、演習 評価方法 レポート 

教 科 書 
『アスレティックトレーナー専門科目テキスト 3 コンディショニング』

公益財団法人日本スポーツ協会 

参 考 書 

『リファレンスブック』公益財団法人日本スポーツ協会 

『運動療法学』柳澤 健 編集／メジカルビュー 

『運動療法大全Ⅰ基礎編』黒澤 和生 監修／ガイアブックス 



 

専門科目「コンディショニング」60 時間分 

 

 

授業科目名 コンディショニング特論 実施時期 1 年次 後期 

授業回数 90 分×30 回 単位・時間数 2 単位 60 時間 

担当者名 中村 拓人（理学療法士、日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー） 

【授業の概要・目的】 

 コンディショニング手法の基礎的理論とその方法について学習し、対象者に対して実践

できる技能を習得する。 

【到達目標】 

・コンディショニングの基礎的知識を習得し、説明できる。 

・コンディショニング実施のための基礎的技能を習得し、実践できる。 

回 学  習  内  容 

1 コンディショニングおけ

る適応と禁忌 

運動生理学的影響 

2 適応と禁忌 

3 実施基準と中止基準 実施基準と中止基準 

4 

トレーニングの基礎 

運動・筋収縮の様態 

5 トレーニングの原理と原則 

６ 負荷の設定方法・モニタリング 

7 
運動連鎖 

8 

9 ピリオダイゼーション 

10 

筋力トレーニング 

筋力増強の理論 
11 

12 

筋力増強の実際 
13 

14 

15 

16 
筋力トレーニングにおける力学的配慮 

17 

18 
筋力トレーニング（演習） 

19 

20 

トレーニング各論 

スプリント 

21 アジリティ 

22 エンデュランス 

23 バランストレーニング 

24 神経筋再教育 



 

 

 

回 学  習  内  容 

25 
ストレッチ 

各種ストレッチ方法 

26 ストレッチ（演習） 

27 

高齢者への対応 

高齢者の特性 

28 
高齢者への注意点 

29 

30 高齢者への対応 栄養摂取 

授業形態 講義 評価方法 レポート 

教 科 書 
『運動療法学』柳澤 健 編集／メジカルビュー 

『運動療法大全Ⅰ基礎編』黒澤 和生 監修／ガイアブックス 

参 考 書 
『アスレティックトレーナー専門科目テキスト 3 コンディショニング』 

公益財団法人日本スポーツ協会 



 

専門科目「リコンディショニング」80 時間分 

 

授業科目名 リコンディショニング論 実施時期 2 年次 前期・後期 

授業回数 90 分×40 回 単位・時間数 2 単位 80 時間 

担当者名 

1～28 回：中村 拓人 

（理学療法士、日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー） 

29～40 回：片岡 淳（日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー） 

【授業の概要・目的】 

 JSPO-ATの役割における「リコンディショニング」の位置づけを理解したうえで、これ

らに必要な知識、態度や技能を習得することをねらいとする。 

【到達目標】 

・リコンディショニングの目的や内容の概要について説明できる。 

・各種組織の修復及び機能の回復過程を説明できる。 

・リコンディショニングで用いる代表的な手法について理解し、安全で効果的な方法を選

択し、計画と実践ができる。 

・対象者の状態（身体状態、機能的問題、動作における問題等）を把握し、適切なリコン

ディショニングプログラムを計画し、実践できる。 

・対象者の競技・種目の特性に応じて、安全で効果的なリコンディショニングプログラム

を計画し、実践できる。 

回 学  習  内  容 

1 リコンディショニング総論 

2 リコンディショニングで用いる手法① 各種エクササイズ 

3 リコンディショニングで用いる手法② テーピング・インソール・物理的刺激 

4 リコンディショニングで用いる手法③ 徒手的アプローチ 

5 リコンディショニングにおける評価結果の使い方 

6 リコンディショニングプログラミングの実際 

7 リコンディショニングプログラミング演習 

8 筋機能低下へのリコンディショニング 

9 柔軟性低下へのリコンディショニング 

10 全身持久力へのリコンディショニング 

11 姿勢・アライメントへのリコンディショニング 

12 スポーツ動作再獲得へのリコンディショニング 

13 バランス機能低下へのリコンディショニング 

14 全身持久力へのリコンディショニング 

15 姿勢・アライメントへのリコンディショニング 

16 体重管理 

17 スポーツ動作再獲得へのリコンディショニング 

18 頭頚部のスポーツ外傷・障害 



 

 

回 学  習  内  容 

19 肩のスポーツ外傷・障害 

20 肘・前腕のスポーツ外傷・障害 

21 手関節・手のスポーツ外傷・障害 

22 骨盤帯・股関節のスポーツ外傷・障害 

23 大腿部のスポーツ外傷・障害 

24 膝関節のスポーツ外傷・障害１ 

25 膝関節のスポーツ外傷・障害２ 

26 下腿部のスポーツ外傷・障害 

27 足関節・足部のスポーツ外傷・障害 

28 パラスポーツプレーヤーへの対応 

29 
リコンディショニング演習（上肢・体幹） 

30 

31 
リコンディショニング演習（下肢） 

32 

33 走動作・跳動作・方向転換のリコンディショニング 

34 走動作・跳動作・方向転換のリコンディショニング（演習） 

35 投球動作・打撃動作のリコンディショニング 

36 投球動作・打撃動作のリコンディショニング（演習） 

37 泳動作・あたり動作・滑走動作のリコンディショニング 

38 泳動作・あたり動作・滑走動作のリコンディショニング（演習） 

39 
総合リコンディショニング演習 

40 

授業形態 講義、演習 評価方法 レポート 

教 科 書 
『アスレティックトレーナー専門科目テキスト 4 

リコンディショニング』公益財団法人日本スポーツ協会 

参 考 書 『リファレンスブック』公益財団法人日本スポーツ協会 



 

専門科目「リコンディショニング」10 時間分 

 

 

授業科目名 リコンディショニング特論 実施時期 2 年次 前期 

授業回数 90 分×15 回 単位・時間数 1 単位 30 時間 

担当者名 
中村 拓人（理学療法士、日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー） 

前坂 宣明（日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー） 

【授業の概要・目的】 

 JSPO-ATの役割における「リコンディショニング」の位置づけを理解したうえで、これ

らに必要な技能を習得することをねらいとする。 

【到達目標】 

・関節可動域へのアプローチを習得し、実践できる。 

・筋膜へのアプローチを習得し、実践できる。 

・その他徒手療法を習得し、実践できる。 

回 学  習  内  容 

1 
関節可動域運動（関節包内運動） 

2 

3 
関節可動域運動（関節包内運動） 

4 

5 
関節可動域運動（構成運動） 

６ 

7 筋膜へのアプローチ（基礎知識） 

8 

筋膜へのアプローチ（徒手療法） 
9 

10 

11 

12 その他のリラクセーション方法１ 

13 その他のリラクセーション方法 2 

14 
総合演習 

15 

授業形態 講義 評価方法 レポート 

教 科 書 
『運動療法学』柳澤 健 編集／メジカルビュー 

『運動療法大全Ⅰ基礎編』黒澤 和生 監修／ガイアブックス 

参 考 書 
『アスレティックトレーナー専門科目テキスト 3 コンディショニング』 

公益財団法人日本スポーツ協会 



 

AT コース専門科目「救急対応」60 時間分 

 

 

 

授業科目名 救急処置法 実施時期 2 年次 前期 

授業回数 90 分×30 回 単位・時間数 2 単位 60 時間 

担当者名 前坂 宣明（日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー） 

【授業の概要・目的】 

 外傷、急病の現場から、救急医療の専門家（医師や救急隊）に引き継ぐまでの救急処置

について解説する。 

アスレティックトレーナーとして、実際の現場における行動手順に沿って内容を進めて

いく。心肺蘇生など一次救命処置については、最新の国際的ガイドラインに準拠し、科学

的背景やエビデンスに基づき解説する。 

【到達目標】 

１．事故現場の評価と救助者の安全確保、感染防止について説明できる。 

２．生命にかかわる傷病者に対し、気道確保、呼吸管理、心肺蘇生、除細動、止血、ショ

ック管理が必要な場合と対応方法を説明し実践できる。 

３．スポーツ活動における外傷や急病の際の評価と適切な応急手当の方法を説明し実践で

きる。 

回 学  習  内  容 

1 スポーツ現場と救急対応 

2 救急対応の考え方 

3 救急体制構築の留意点と計画 

4 救急体制構築（演習） 

5 スポーツ現場での外傷・障害の評価と手順 

６ スポーツ現場での外傷・障害の評価と手順（演習 1） 

7 スポーツ現場での外傷・障害の評価と手順（演習 2） 

8 創傷・出血への救急対応 

9 創傷・出血への救急対応（演習） 

10 打撲・捻挫・肉ばなれへの救急対応 

11 打撲・捻挫・肉ばなれへの救急対応（演習） 

12 骨折・脱臼への救急対応 

13 骨折・脱臼への救急対応（演習） 

14 脳震盪への救急対応 

15 脳震盪への救急対応（演習） 



 

 

 

回 学  習  内  容 

16 頭部・頚部・脊椎の重症外傷への救急対応 

17 頭部・頚部・脊椎の重症外傷への救急対応（演習） 

18 特殊な外傷への救急対応 

19 特殊な外傷への救急対応（演習） 

20 心停止への救急対応 

21 心停止への救急対応（演習） 

22 熱中症への救急対応 

23 熱中症への救急対応（演習） 

24 その他の内科疾患への救急対応 

25 陸上競技における救急体制 

26 サッカーにおける救急体制 

27 野球・ソフトボールにおける救急体制 

28 その他の競技における救急体制 

29 障がい者スポーツにおける救急体制 

30 バレーボールにおける救急体制（シミュレーション・演習） 

授業形態 講義、演習 評価方法 レポート 

教 科 書 
『アスレティックトレーナー 専門科目テキスト 5 救急対応』 

公益財団法人日本スポーツ協会 

参 考 書 『リファレンスブック』公益財団法人日本スポーツ協会 



 

 

 

 

 

授業科目名 救急処置法（実践） 実施時期 3 年次 前期 

授業回数 90 分×30 回 単位・時間数 2 単位 60 時間 

担当者名 
前坂 宣明 

（日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー、看護師、柔道整復師） 

【授業の概要・目的】 

JSPO-ATの役割における救急対応の位置づけを理解したうえで、医療資格者に引き継ぐ

ための現場で出来る最高レベルの救急対応ができる実践的な知識、態度や技術を習得する

こと。スポーツ活動現場における救急対応の特性と意義を理解する。 

【到達目標】 

①初期評価の知識・技術を習得し実践できる。 

②二次評価と救急処置の知識・技術を習得し、医療機関に引き継ぐことができる。 

③競技区域内(FOP)と競技区域外での救急対応の違いを理解し、対応できる。 

④各外傷・障害に応じた観察・評価と救急処置法を実践できる。 

回 学  習  内  容 

1 初期評価①  観察方法と評価 

2 初期評価②  観察方法と評価 演習① 

3 初期評価③  観察方法と評価 演習② 

4 初期評価④  観察方法と評価 演習③ 

5 搬送法①   搬送前の確認・判断・計画 

６ 搬送法②   徒手搬送法 

7 搬送法③   用具搬送法 

8 搬送法④   歩行補助具 

9 下肢のスポーツ外傷・障害の観察・評価・救急処置法① 

10 下肢のスポーツ外傷・障害の観察・評価・救急処置法② 

11 下肢のスポーツ外傷・障害の観察・評価・救急処置法③ 

12 上肢のスポーツ外傷・障害の観察・評価・救急処置法① 

13 上肢のスポーツ外傷・障害の観察・評価・救急処置法② 

14 上肢のスポーツ外傷・障害の観察・評価・救急処置法③ 

15 体幹のスポーツ外傷・障害の観察・評価・救急処置法① 



 

 

 

回 学  習  内  容 

16 体幹のスポーツ外傷・障害の観察・評価・救急処置法② 

17 体幹のスポーツ外傷・障害の観察・評価・救急処置法③ 

18 重篤・その他の外傷の観察・評価・救急処置法① 

19 重篤・その他の外傷の観察・評価・救急処置法② 

20 重篤・その他の外傷の観察・評価・救急処置法③ 

21 スポーツ現場の初期対応からフィールド外対応まで 演習① 

22 スポーツ現場の初期対応からフィールド外対応まで 演習② 

23 スポーツ現場の初期対応からフィールド外対応まで 演習③ 

24 スポーツ現場の初期対応からフィールド外対応まで 演習④ 

25 スポーツ現場の初期対応からフィールド外対応まで 演習⑤ 

26 スポーツ現場におけるフィールド外対応 演習① 

27 スポーツ現場におけるフィールド外対応 演習② 

28 スポーツ現場におけるフィールド外対応 演習③ 

29 スポーツ現場におけるフィールド外対応 演習④ 

30 スポーツ現場におけるフィールド外対応 演習⑤ 

授業形態 講義、演習 評価方法 受講態度、レポート 

教 科 書 

『アスレティックトレーナー専門科目テキスト 5救急対応』 

公益財団法人日本スポーツ協会 

『リファレンスブック』公益財団法人日本スポーツ協会 

参 考 書  



 

専門科目「検査・測定と評価」30 時間分 

 

 

授業科目名 評価学 実施時期 1 年次 後期 

授業回数 90 分×15 回 単位・時間数 1 単位 30 時間 

担当者名 中村 拓人（理学療法士、日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー） 

【授業の概要・目的】 
 スポーツにおける基礎的な評価について学習する。また、それぞれの評価において、適

切に検査・測定する技術、結果を解釈する力を身につける。 

【到達目標】 
・検査・測定技術の習得 
・結果を解釈し、評価するスキルの習得 

回 学習項目 学習内容 行動目標 

1 

関節可動域測定 

技術確認及び

演習 

関節可動域測定法（参考可動域角度、基本軸、

移動軸、測定肢位および注意点）に基づき実施

し、記録できる 

2 

3 

4 

筋力測定 

筋力を徒手筋力検査法（段階、肢位、抵抗・固

定・触診部位、運動方向、代償運動の抑制）や

測定機器を用い評価し、記録できる 

5 

6 

7 

8 形態の評価 
形態測定、姿勢・身体アライメントの評価を実

施し、記録できる 

9 
関節弛緩性・ 

動揺性・不安定性 

関節弛緩性、動揺性、不安定性の評価を実施

し、記録できる 

10 
整形外科的テスト 整形外科的テストを実施し、記録できる 

11 

12 持久力の評価 持久力を評価し、記録できる 

13 敏捷性の評価 敏捷性を評価し、記録できる 

14 バランス機能 バランス機能を評価し、記録できる 

15 体力測定・心理 
一般的体力測定、心理アセスメントを実施し、

記録できる 

授業形態 講義、演習 評価方法 実技試験 

教科書 

『理学療法評価法』中島 喜代彦、千住 秀明／神陵文庫 

『新・徒手筋力検査法』津山 直一 訳／協同医書出版 

『PT臨床評価ガイド』畠 昌史／医学書院 

参考書 

『標準理学療法学 専門分野 理学療法評価学』 

奈良 勲 監修／医学書院 

『運動器の徒手検査法』福林 徹 編集／文光堂 

『アスレティックトレーナー専門科目テキスト 5 

検査・測定と評価』公益財団法人日本スポーツ協会 



 

専門科目「人体の解剖と機能」60 時間分 

授業科目名 スポーツ機能解剖学 実施時期 1 年次 後期 

授業回数 90 分×30 回 単位・時間数 2 単位 60 時間 

担当者名 前坂 宣明（日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー） 

【授業の概要・目的】 
スポーツ解剖学（基礎）で学習した基本的な内容を更に深め、上肢・下肢ならびに体幹

の運動器についての機能解剖学を講義する。主な授業内容は上肢・体幹の骨格の概要と役

割、関節の構造と運動、筋の走行と動きおよび神経支配について部位別に解説する。さら

に、スポーツ外傷・障害との関わりや、スポーツ動作やトレーニングなどへの応用にも触

れ、スポーツ医科学の学習・研究とのつながりを踏まえた内容とする。 

【到達目標】 
・神経系の構造や働きについて説明できる 

・上肢・下肢・体幹の骨格を説明できる。 

・上肢・下肢・体幹の関節構造と運動の方向を説明できる。 

・上肢・下肢・体幹の各筋における起始、停止、作用、支配神経を説明できる。 

・上肢・下肢・体幹のスポーツ外傷・障害やエクササイズを機能解剖学的に説明できる。 

回 学  習  内  容 

1 講義のガイダンス、解剖学・運動学用語のまとめ 

2 
中枢神経系の解剖学・生理学 

3 

4 

末梢神経系の解剖学・生理学 
5 

6 頭頚部の解剖学と生理学、神経系のまとめ 

7 筋の生理学 

8 骨の生理学 

9 関節の生理学 

10 

上肢帯の構造と機能（肩甲帯・上腕） 11 

12 

13 
上肢帯の構造と機能（前腕） 

14 

15 
上肢帯の構造と機能（手関節・手指） 

16 

17 

脊椎・体幹の構造と機能 18 

19 

20 

下肢の構造と機能（股関節） 21 

22 

 

 



 

回 学  習  内  容 

23 

下肢の構造と機能（膝関節） 24 

25 

26 

下肢の構造と機能（足関節・足部） 27 

28 

29 
機能解剖学から外傷・障害予防やエクササイズを考える 

30 

授業形態 講義、演習 評価方法 筆記試験、レポート 

教 科 書 

『からだがみえる』安藤 雄一 監修／メディック・メディア 

『運動器の機能と構造』河野 一郎 監修／文光堂 

『エッセンシャル・キネシオロジー』弓岡光徳 監訳／南江堂 

『パワーズ運動生理学』 

内藤 久士 監訳 メディカル・サイエンス・インターナショナル 

『カラー運動生理学大事典』田中 喜代次 監訳／西村書店 

参 考 書 

『プロメテウス解剖学アトラス 解剖学総論／運動器系』 

坂井 建雄 監訳／医学書院 

『プロメテウス解剖学アトラス 頭頸部／神経解剖』 

坂井 建雄 監訳／医学書院 

『リファレンスブック』公益財団法人日本スポーツ協会 

 

 



 

AT コース専門科目「スポーツ科学」90 時間分 

 

 

 

授業科目名 スポーツ科学 実施時期 2 年次 前期・後期 

授業回数 90 分×45 回 単位・時間数 3 単位 90 時間 

担当者名 横川 卓也（日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー） 

【授業の概要・目的】 

スポーツ科学に関する基本的知識を理解した上で、体力・運動能力向上やスポーツ

外傷・障害予防に必要な分析や計画立案および実践に活用できるようになることをね

らいとする。 

【到達目標】 

・体力・運動能力向上やスポーツ外傷・障害予防の計画と実践に必要な運動生理学の

基礎知識について説明できる。 

・体力・運動能力向上やスポーツ外傷・障害予防の計画と実践に必要なバイオメカニ

クスの基礎知識について説明できる。 

・体力・運動能力向上やスポーツ外傷・障害予防の計画と実践に必要なスポーツ科学

の応用的知識を説明できる。 

・スポーツ科学の基礎的および応用的知識を、競技特性や目的に応じた体力・運動能

力向上、スポーツ外傷・障害予防、健康管理の計画と実践に活用できる。 

回 学  習  内  容 

1,2 運動生理学とは：スポーツにおける基礎 

3,4 運動と骨格筋：筋の構造と収縮のメカニズム 

5,6 運動と代謝：エネルギー供給のメカニズム 

7,8 運動と神経系 

9,10 呼吸と循環器 

11,12 内分泌系とストレス 

13,14 外部環境と体温調節・水分摂取 

15,16 バイオメカニクスとは：関節構造と基礎 

17,18 身体の力学的特性と運動の種類 

19,20 立つ・歩く・地面反力 

21,22 走動作と跳躍動作のバイオメカニクス 

23,24 投げる・打つ・蹴る動作のバイオメカニクス 

25,26 スポーツにおける重心とバランス 

27,28 運動生理学とバイオメカニクスを統合する①：キネマティクスとキネティクス 

29,30 運動生理学とバイオメカニクスを統合する②：測定方法と数値の読み取り 



 

 

 

回 学  習  内  容 

31 スポーツにおける傷害予防・疾病予防について 

32 傷害発生率・傷害調査 

33 トレーニング処方における研究的介入と現場での実際 

34 トレーニング処方に対する効果測定 

35 『正しい動き』とは？ 

36 動作習得と動作学習 

37 発育発達に基づいた動きづくり 

38 トレーニング科学①：筋肥大・筋出力向上 

39 トレーニング科学②：コーディネーション能力とは 

40 スポーツにおける動作観察とキューイング 

41 スポーツ中に得られる情報：取得方法とその活用例 

42 トレーニングプログラムの理論と作成方法：プログレッションと強度設定 

43 性別による数値の差とトレーニング処方時の留意点 

44 競技の分類とその分類ごとに必要な要素 

45 スポーツ現場に対するスポーツ科学の落とし込みとその課題 

授業形態 講義、演習 評価方法 レポート 

教 科 書 

『アスレティックトレーナー専門科目テキスト 2 安全・健康管理および

スポーツ外傷・障害の予防』 

『アスレティックトレーナー専門科目テキスト 3 コンディショニング』

公益財団法人日本スポーツ協会 

『リファレンスブック』公益財団法人日本スポーツ協会 

参 考 書  



 

専門科目「スポーツ医学」30 時間分 

 

授業科目名 スポーツ医学 実施時期 1 年次 後期 

授業回数 90 分×15 回 単位・時間数 1 単位 30 時間 

担当者名 

1～9 回：布村 忠弘（医師、日本スポーツ協会公認ドクター） 

10～13 回：香川 桂（医師、日本スポーツ協会公認ドクター） 

14,15 回：中村 拓人 

（理学療法士、日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー） 

【授業の概要・目的】 
 スポーツ活動中に発症しうる外傷・障害や内臓諸器官の疾病、更には重篤な外傷や疾病
に関する基礎知識について理解する。また、これらの外傷・障害・疾病からのスポーツへ
の復帰プロセスで留意すべき点を理解し、関連医療職とのコミュニケーションを円滑にす
すめるための知識と態度の習得をねらいとする。 
【到達目標】 
・スポーツ活動と関連する代表的な循環器疾患、呼吸器疾患、代謝性疾患、血液疾患等の

関する疫学、病態、発生機転、予防、一般的治療プロセスについて説明できる。 
・スポーツ現場でおこりうる留意すべき重篤な外傷や疾病についての疫学、病態、発生機
転、予防、一般的治療プロセスについて説明できる。 

・スポーツ現場でおこりうる眼科、耳鼻科、歯科、皮膚科領域の代表的な外傷および疾病
を説明できる。 

・対象別（女性、高齢者、発育期、パラアスリート）によるスポーツ外傷・障害の特徴及
び医学的留意事項を説明できる。 

回 学  習  内  容 

1 スポーツ活動と関係する循環器疾患１ 

2 スポーツ活動と関係する循環器疾患２ 

3 スポーツ活動と関係する呼吸器疾患１ 

4 スポーツ活動と関係する呼吸器疾患２ 

5 スポーツ活動と関係する代謝性疾患 

６ スポーツ活動と関係する血液疾患 

7 スポーツ活動と関係するその他の疾患 

8 眼科、耳鼻科、歯科、皮膚科領域の代表的な外傷と疾病１ 

9 眼科、耳鼻科、歯科、皮膚科領域の代表的な外傷と疾病２ 

10 女性のスポーツ外傷・障害 

11 発育期のスポーツ外傷・障害 

12 重篤な外傷・障害・疾病１ 

13 重篤な外傷・障害・疾病２ 

14 高齢者のスポーツ外傷・障害 

15 パラアスリートのスポーツ外傷・障害 

授業形態 講義 評価方法 レポート 

教 科 書 

『アスレティックトレーナー専門科目テキスト 2 安全・健康管理および

スポーツ外傷・障害の予防』公益財団法人日本スポーツ協会 

『アスレティックトレーナー専門基礎科目テキスト 3 スポーツ医学概論』 

河野一郎 監修／文光堂 

参 考 書 『リファレンスブック』公益財団法人日本スポーツ協会 



 

専門科目「スポーツ医学」30 時間分（1～15 回） 

授業科目名 スポーツ医学特論 実施時期 1 年次 後期 

授業回数 90 分×30 回 単位・時間数 1 単位 30 時間 

担当者名 

（1,2,10,11 回）：相川 敬男（スポーツ協会公認スポーツドクター） 
（3,8,9,15 回）：丸箸 兆延（スポーツ協会公認スポーツドクター） 
（7,12,13,14 回）：香川 桂（スポーツ協会公認スポーツドクター） 
（4,5,6 回）：山本 大樹（スポーツ協会公認スポーツドクター） 

【授業の概要・目的】 

整形外科学の概要を学ぶ。特にアスレティックトレーナーがスポーツ現場で接することが

多いと考えられる疾患については、アスレティックリハビリテーションと関連付けて学習

する。 

【到達目標】 

・整形外科領域の基礎知識を習得する 

・整形外科疾患とその機能障害、アスレティックリハビリテーションとの関連について習

得する 

回 学  習  内  容 

1 体幹のスポーツ外傷・障害 胸腹部 

2 体幹のスポーツ外傷・障害 腰部 

3 上肢のスポーツ外傷・障害 肩関節 

4 上肢のスポーツ外傷・障害 肘関節 

5 上肢のスポーツ外傷・障害 前腕・手・手指 

6 上肢のスポーツ外傷・障害 上肢の絞扼神経障害 

7 下肢のスポーツ外傷・障害 骨盤・股関節 

8 下肢のスポーツ外傷・障害 大腿部 

9 下肢のスポーツ外傷・障害 膝関節 

10 下肢のスポーツ外傷・障害 下腿部 

11 下肢のスポーツ外傷・障害 足関節・足部 

12 重篤な外傷・障害・疾病 頭部 

13 重篤な外傷・障害・疾病 頸部 

14 女性のスポーツ外傷・障害 

15 スポーツ動作演習 

授業形態 講義 評価方法 筆記試験 

教 科 書 

『標準整形外科学』内田 淳正 監修／医学書院 
『アスレティックトレーナー専門科目テキスト 2 安全・健康管理および

スポーツ外傷・障害の予防』公益財団法人日本スポーツ協会 
『アスレティックトレーナー専門基礎科目テキスト 3 スポーツ医学概論』

河野一郎 監修／文光堂 

参 考 書 『リファレンスブック』公益財団法人日本スポーツ協会 

 

 



 

授業科目名 スポーツ動作分析学Ⅰ 実施時期 2 年次 前期 

授業回数 90 分×15 回 単位・時間数 2 単位 30 時間 

担当者名 前坂 宣明（日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー） 

【授業の概要・目的】 

 各種目の競技特性への理解をもとに、動作分析義と方法を実践通して学ぶ。分析結果

が、傷害・障害予防、競技力向上に繋がるよう高い分析能力の習得をめざす。 

【到達目標】 

様々なスポーツ種目の運動技術とその測定方法となる動作分析を理解する。 

回 学  習  内  容 

1 動作分析の意義と方法 

2 動作観察と動作分析 

3 動作観察の手法 

4 動作分析の科学的根拠 

5 野球の動作観察 

6 野球の動作分析 

7 バスケットボールの動作観察 

8 バスケットボールの動作分析 

9 バレーボールの動作観察 

10 バレーボール動作観分析 

11 陸上競技の動作観察 

12 陸上競技の動作分析 

13 サッカーの動作観察 

14 サッカーの動作分析 

15 まとめ 

授業形態 講義 評価方法 レポート 

教 科 書 

『アスレティックトレーナー専門科目テキスト 2 安全・健康管理および 

スポーツ外傷・障害の予防』公益財団法人日本スポーツ協会 

『アスレティックトレーナー専門科目テキスト 4 リコンディショニング』 

公益財団法人日本スポーツ協会 

『アスレティックトレーナー専門基礎科目テキスト スポーツ科学概論』 

河野一郎 監修／文光堂 

参 考 書 『リファレンスブック』公益財団法人日本スポーツ協会 

 

 



 

授業科目名 スポーツ動作分析学Ⅱ 実施時期 3 年次 後期 

授業回数 90 分×15 回 単位・時間数 2 単位 30 時間 

担当者名 中村 拓人（理学療法士、日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー） 

【授業の概要・目的】 

 各種目の競技特性への理解し、実際のスポーツ現場でも対応可能な動作分析能力の習得

をめざす。また分析結果反映させた、アスレティックリハビリテーション、アスレティッ

クトレーニングプログラムを立案する。 

【到達目標】 

・様々なスポーツ種目の運動技術とその測定方法となる動作分析を理解する。 

・分析結果を、アスレティックトレーナーの業務に生かせるようになる。 

回 学  習  内  容 

1 動作分析の基礎（確認） 

2 

野球の動作分析 

基礎的動作分析 

3 問題となる動作へのアセスメント 

4 解決方法の立案 

5 再分析 

6 

サッカーの動作分析 

基礎的動作分析 

7 問題となる動作へのアセスメント 

8 解決方法の立案 

9 再分析 

10 

バレーボールの動作観察 

基礎的動作分析 

11 問題となる動作へのアセスメント 

12 解決方法の立案 

13 再分析 

14 
陸上競技の動作観察 

基礎的動作分析とアセスメント 

15 解決方法の立案と再分析 

授業形態 講義 評価方法 レポート 

教 科 書 

『アスレティックトレーナー専門科目テキスト 2 安全・健康管理および 

スポーツ外傷・障害の予防』公益財団法人日本スポーツ協会 

『アスレティックトレーナー専門科目テキスト 4 リコンディショニング』 

公益財団法人日本スポーツ協会 

『アスレティックトレーナー専門基礎科目テキスト スポーツ科学概論』 

河野一郎 監修／文光堂 

参 考 書 『リファレンスブック』公益財団法人日本スポーツ協会 

 

 

 


